
 

会 議 録 

会議の名称 令和８年度第２回洞峰学園コミュニティ・スクール協議会 

開催日時 令和８年(2026 年)９月 25 日(金)開会 14:30 閉会 16:00 

開催場所 つくば市立小野川小学校 家庭科教室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

樋口 直宏、鈴木 宏之、木村 敦至、萩原 路子、竹内 崇、

伊藤 哲司、鈴木 朱里、大澤 良子、清水 森人、加藤 千里  

辻本 学、髙野 和直 

谷田部東中学校 

校長 菅谷 和美、教頭 浦和 真弓 酒井 洋一 

教務主任 栗本 英理香 

二の宮小学校 

校長 神林 ふじ子、教頭 稲毛 美南子 

教務主任 小神野 真人 

小野川小学校 

校長 岡田 浩  教頭 輿水 浩美 教務主任 木村 寛紀 

東小学校 

校長 岡野 正人 教頭 飯塚 真由美 教務主任 村上 和弘 

その他  

事務局 教育局生涯学習推進課    課長 澤頭 由紀子 

参事 山口 健次 

社会教育主事 柴崎 英二 

地域連携教育指導員 酒井 和宏 

社会教育指導員 福田 綾子 

公開・非公開の別 □公開 □非公開 ☑︎一部公開 傍聴者数    ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

つくば市情報公開条例第５条第１号（個人情報）に該当する

情報が含まれるため 

議題 熟議「本年度の各学校の取組の見通し等について」 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開会 
２ 授業参観 
３ 前回の議事の確認 
４ 協議 

(1)学校評価アンケートの結果について 
(2)熟議 テーマ「本年度の各学校の取組の見通し等について」 



 

 (3)各校の取り組みについて（進捗状況や今後の予定等） 
５ その他 
 ・家庭教育学級からのお知らせ 
 ・協議会の今後の予定について 
６ 閉会 

 ＜審議内容＞ 

 

１ 開会 

２ 授業参観 

  ５・６年生の授業参観 

 

３ 前回の議事の確認 

 ・グランドデザインの説明と承認 

 ・熟議：令和８年度の洞峰学園ＣＳのテーマと計画について 

 

４ 協議 

 (1) 学校評価アンケートの結果について 

① 小野川小（輿水委員）      

・保護者より児童生徒の数値が高い→自己肯定感の高さが見られる。 

・規則正しい生活について、児童の数値が保護者より低い。 

・いじめに関して、保護者が 68％→分からないが多い。 

   保護者のやっていることが伝わっていないのではないか。 

・読書に関する数値が以前より高くなっている。 

  →図書館利用の時間を作る、呼びかけなどをしている。 

   高学年の方が本の難易度、分量が増えるのも原因かもしれない。 

② 二の宮小（稲毛委員） 

・私にはよいところがあるか。 

・保護者と児童の差が多い項目→保護者の視点が高いのか。 

   アンケートの項目を作ることの難しさを感じる。 

・読書に関しては、低くなる、高学年で顕著である。 

・タブレットの学習が保護者には分かりにくいのではないか。 

   学習の見直しも必要 

③ 東小 （飯塚委員） 

・話に耳を傾けている。→学校の取組が現れて高い数値である。 

・児童が自分に厳しいのではないか。 

・マイスタディプランが児童により差がある。 

  →中学校を目指した活用が大切だと感じた。 

・思いやりの心も良い数値→心が育っている。 

・学習と地域とのつながりを児童が感じていない。 

  →つながりをイメージできていない。今後の課題である。 

④ 谷田部東中（浦和委員） 

・アンケートの内容を中心に議論した。 



 

・補助質問などを作って、アンケートの内容を理解できるようにした方が

よいのではないか。 

・校訓を意識して学校生活を送っている生徒が少ない。 

   →アクティブ 5 は意識できている。 

   アンケートを校訓でなく、アクティブ５にしてもよいのではないか。 

 

（２）熟議「本年度の各学校の取組の見通し等について」 

   各学校の取組の進捗状況や今後の予定等の確認。 

 ① 小野川小（高野委員）      

・みのりフェスを中心に、ＰＴＡが上手にまわせている。 

  →ＣＳの予算が使えていない、長い目で見た時にＣＳの移行はありか。 

② 二の宮小（伊藤委員）  

・昨年度、「にのこみ」を作った。 

  →ＰＴＡとほぼ同じメンバーだが実施している。 

  夏のラジオ体操を週に３日程度実施した。 

  →好評だったので、来年も実施予定。 

  給食の見守り、朝の見守りなどを実施している。 

・教育パートナーの動きがまだうまくいっていない。 

  →どのように運営するか検討中 

・二の宮公民館で哲学集会を実施中 

  →ＣＳに位置づけてもよいのでは 

③ 東小（鈴木委員）  

・ＣＳの teams を作成した→連絡を密に取るため 

・授業の見守りをＣＳの委員が探して、大学生に来てもらっている。 

・防災の授業の手助けをしている。 

④ 谷田部東中（鈴木委員）    

・学生ボランティアを探すことなどに協力している。 

・子供の卒業後も協力できる人材を探すことが課題である。 

・40 周年に向けて、生徒の希望も聞きながらＣＳと動いていきたい。 

・各団体との連絡調整などをＣＳで行っていきたい。 

・広報の仕方をスクリレだけでなくインスタやＸなどの活用も考えたい。 

 

各校への質問や助言を各自が付箋に書き、各テーブルに付箋を届けて、今

後の参考にしていただく。 

 

５ その他 

・家庭教育学級の開催及びチラシの配布について 

・今後の予定について 

 

６ 閉会 

 



令和８年度第２回洞峰学園コミュニティ・スクール協議会  

 

日時：令和８年９月 2５日（金）  

14:30～16:00 

場所：小野川小学校  家庭科室  
 
 
 
 
 

式  次  第  

 

１  開   会  

 

２  授業参観  

 

３  前回の議事の確認  

 

４  協   議  

（１）第 1 回学校評価アンケートの結果について  

（２）熟議  テーマ「本年度の各学校の取組の見通し等について」  

（３）各学校の取組について（進捗状況や今後の予定等）  

 

５  その他  

  ・家庭教育学級からのお知らせ  

・協議会の今後の予定について  

 

６  閉   会  


